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● カシキツ首木のミカン八モグリガ対策 ―ネオニコチノイト粒剤を利用した省力63防除―

◆ナシ白紋羽病の温水消毒法 ～現地試験と普及に向けた課題について～

◆ ジャガイモの栽暗管理 ～疫病対第について～

◆ ブドウのアザミウマよ何が好き? ～ チヤノキイロアffミウマの発生磐屋一

◆ナシ奏縮病の発生と対策 ～吾先の要が萎縮していませんか?～

◆環境保全型農業に関する制度の再構築 ～新ししヽ東京都工13農産物認証制度―

◆一ロメモ 1世青協が設立60周年を迎えました

◆―ロメモ!人気のある八王子在来の要シヨウガ

◆お知らせ

や 東 京 都 産 業 労 働 局



近年の温暖化傾向とともに 管 内ではカンキ

ツ類を導入する生産者力tjHえています。カンキ

ツ類の導入にあたっては 者 苗時期の防宋と害

虫対策が次かせません力〔 防 際が十分に出来て

いない国も多いようです。中でも ミ カンタヽモ

グリガについて1ま発生に気づかず 防 除対策が

おろそか|こなり方モちです

ここではカンキフ類の苗木を ミ カンハモグ

リガの社害から午る効果的な防除方法を紹介し

ます。

ミカンAモ グリガの特徴と被書

ミカンハモグリガは 業 に捨を描いたような

被害が出ることから 「エカキムシJと も呼ばれ

ています (写真).

社言をもたらす幼虫は 体 長3-4剛  体 色

は淡黄色で Hlか ら孵化すると業の表面から業

肉内に侵入し 茉 の内容物を釘にしてトンネル

(企害痕)を 造りながら食い進みます。主に新

業に寄生し 加 害された葉1よ蓉縮して 変 形し

ます。粧害がひどい場合は 新 梢の生長にも影

響を与え 生 育の障害となります。

またrtttlFは か ぃよう病の侵入日となり

強風等で業が傷つくと 病 気力棚 発することが

あります。

ミ″ンハモグリガは 春 ～秋まで年に8回 殺

度発生し 核 害発生あ張 期にわたるため 雄 続

的な防|なが必要となります。

画区とも薬剤哉布による防除を3回 行いまし

た。ミカンハモグリガの発生直前の6月 に粒剤

を散布した試験区では 対 HR区と比べて行生華

力1重く 防 除効果の高いこと力推 秘されました

(表2)。 また 粒 剤は幼果の持続する期間が長

く ≧ 撃散1「よりも簡易なため 業 剤推行労カ

の睡蔵につながりそうです。このため ケ ンキ

ツ首本の害虫防際体ネには ミ カンハモグリガ

の発生前から発生初期にネオこ,チ ′イド系の

粒剤款布を組み入れることをお勧めします。

表2 ミ カンハモグリカの寄生串の遠い

カンキツ苗木の
ミカンAモグリガ対策

～ネオニコチノイド粒剤を利用した省力的防除～

粒剤を用いた育百期の防除対策

HI年 普 及センターでは3年生の温州ミカン

を用い ミ カンフヽモグリガの|"焼を主体とする

展示回を設置し ネ オニヨチフイド系粒利 (ア

クタラ粒H「5(注))を利用する試験区と対IIg区

により それぞれの効果を確認しました (表1)。

(■),ク タラ持剤Si平 成26イ13,現 在震擦

表 1 浪 藻の師 歴

よ行日 対程害ま ま藤底 対照区

6月 7日 カヽン′ヽモグリケ アクタラを河6 アディオン乳剤

7月 17日
アケ′ヽ擦

カヽンハiグ リ方
モスピラン水済剖

3月 1 0EI 伺 上 向上

新奏への寄竺率

観査日(0月3日)
%(事 生械室′新葦致)

ヨ枝への青生草

凛査日(0月12日)

% (寄生ヨなユ/1ほ 致)

蔵畷区   0 7 ( 4 / 5 0 0 )

対熙区  1 0 2 (る 0 / 5 0 a

l S ( 0ノ2 0 )

1 0 0 ( 0 1′ 0 1 )

最新情報で早め防除を

カンキツ苗木の健全な生育には ミ "ン ハモ

グリ方の他 摂 食量の多いアケハ類の防際も必

要です。百木の生育がケると成図化の遅れや

収豊にも影響を与えますも書虫類の発生には常

に注意し 早 めの防除対trrを講して下さい。

なお農薬推■にあたつては 最 新の登録情報

をしっかけ確認しましょう。詳しい防際方法につ

いては 普 及センターまでお問合わせ下さいも

写支 ミカンハモグリ方の殺害 (0の部分が幼虫)



ナシ白紋羽病の温水消毒法

～現地試験と普及に向けた課題について～

定 (ll挿し法I Lま す、■及センターは 農 林

ft合研先tン ターとともに 実 証耐場の処Pr効

呆を雄続して調査してい言す。

表 富 内で実施した温水消着担理状況(平成24年度)

温水消毒法の処理方法

白世羽お菌 よネに弱く 35C以 上の温度に

た時』以 上遭遇すると死波 します。一方 ナ シ

の根 ま "SC以 にて高温障_●力i発■する恐“Lが

あいます 泣 水fHれま ま 泣 水を千J用して地温

を35t以 上45t以 下に維持し lFの 出いの白紋

11病菌を死蔵させることで治庁する方法です.

処型は 自 報羽消治療用油水点油処理機 (品

水処呻   「じB10的 Jを 用いて実施 しましたす

処理にlrKしては水 (約8000)灯 油 (温水処理

機のポイラー供境用す 電 源100T(泣 水処理機

の電海|の 確保がと要です.

これまでの現地での取組状況

当普及センターでは 汎 水消手法の現地枝討

会を ヤ 戊第年度は2市  平 成24年FFは3市 で

実施しました (よ)。いずれの現地枚言i会も地

j4のすラ生産者が朱まり 出 水!H予よへの円 b

の高tlが伺えました 1写真)。

ll年度 処 理した3市 のうち 1市で 6時 期

の延理でも 地 下30cm地点て地油33℃=て に

昇しません【した こ れは 共 のとおり処理ni

的力i遅かったことと 処 理当日のこ市が形拙Fし

たことうt'国 と考えられます

実証試験の効果確認

泣水消手法のtt型効業は 翌 年以降 新 llの

長さ 発 生本軟 冊 勢により判lFrします.こ れ

と‖せ 白 救〕1潟画の再生■の有無を前易に校

白枚羽崎は,シ 寺に'智 を及 ます上残病芋で

根から!よ終すると樹勢"i低下 し 枯 妊に草る防

除の常にしいわをですち官内のすン11ても|じ生か

多く J:産 者は対策に吉ば していますj

近年 十 シ白殺羽れのサ「たなルなよとして

「品水消考よJが 切1よ1呆村研究所により開発

されました.そ こでヤ及セン,― では 腔 林松

合,F究センターの協力により 者 内の各地で実

:Fま既にIfJウ無〔みまLた、

0市 C市

ヽ 地下∞ ●nの 3筒 所を測定

ラ後の課題と取組について

温水消考法は生吐者からも剖竹き'tており

普及が見込まれる技術てす.し かし 処 理の安

定化と効呆の碓訟 尊 入4用 十 詳 坦はまた残

っています.

今後t 普 及センクーでは世林結合ff先セン

ターやJA 生 産者と連「7rして す ンの白紋11

前対策をSLめていきます.

10同勾 日

やヽ研い

腰 ]手面      SO時 間

やや15↓i

写真 現 地検討会の様子
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写真1 規 期草討会の開催

ジャガイモ疫病とは?

ブ十ケイモモ埼は'ビ によろ植物伝楽病で

ややとを‖iらし 荷 気わi進行するとイモを情H々

させます 5-6」 域の気油うミ低く 前 の多い

朱‖をでうと上が多くなります

フt“えになまれた午 よ 妨 除対策をとらなくて

もにとんと,311しなヤヽこともありますj コ し

牧年に 1■  ひ どく̀ 3JIし ジ ヤサイモ上rに

大きなルキを与えます

発病 拡 大を防ぐには

,1抗の十防に よ女剤散布サi行われ=す "i 以

下に料とし 発 41を防くことも大切てすt

O健 全な種イモの利用と達作の回避

打イモは 性 をを■けて流通しているや,病の

イ=を 千J用しましょう ま た 前 年の忙荷イモ

打i伝材ヽ■となえ)ため |七十師Jサからそれらを取

ジャガイモの栽培管理

西多摩地域の状況

F昨年 P5夕 性普及センター■内〔は山汚いJll

技において シ iす イモのた市が夕花し け 1株

の問い合せもシ取あいました.■ スセンす―は

こ十L=て に J,妨 防昨の前習会や現地校村会を

行ってきました り “ 1)

ここでは 11れ の rt生を十小限|二|‖える対升

について‖介します

～疫病対策について～

町|■きます て きイ[まと作をL十進し'Lよ うj

O適期の防除

た病を生後は比|なが引tしいため 予 防的な女

十ltVliをb"il十 ちどととと1■大を1坊ざましェうて

またたll“ 気 航わ'15【を超える頃の殺山刑私

布よニメて ば シ叫地j4では5月■L体頓からが

このRi劇にヽたります.性 布十よ 非 の表 撃

となど全体に文維力iJ rr方かるようにします.

C授 病に強い品種の栽嬉

門来の消1ヤ者に,ま れる 「場llいも|と 技

術に55いため lll五十卜がjJいはヽFfの 「きやあか

ね イヒ|ド村ト マナルタどの利用も枚討しましょ

う 1写■2).

写真2 活 抗性品種 :さやあかわ

C適 正な醐 B

他肥過11で1枚弱に有つと而キカ‖いやすいため

迪りなju】じに竹Fl ttiに すて言Lよ う、

0排 水の確保

に取が出市|★Ⅲになると'ど 巾 ど)力ittFul

するたい □ 場の料1水を改十しまし■うj

良品生産に向けて

出囲の田場でもン十″イモをlk培する地“々で

は ■ たていし合わせ 向 'i押〕に業剤散布を実

Ⅲしすることて It拍のちど■ 拡 大を予防する幼

来うi市まります

今後もtL玖センターは現地のよ汎に合わせ

楽刑‖■ 品 打選ll どヽを世ユ合わせた防除対

保に取リヤRネますj

さやあかね



ブドウのアザミウマは
何が好き?

～チヤノキイロアザミウマの発生把握～

稲城市のブド'栽 培で 近 年 チ ヤノキイロ

アザミウマ (以下 ア ザミ,マ )の 社害が問題

となっています。アザミ,マ は 毎 年圃場外か

らブトウに飛来し 果 梗から吸汁します。その

修が果犯を組変させ 外 観を悪くするだけでな

く ]持 ちも低下させます。しかし ア すミ,

マは lm程 度の小さな害虫のため ,除 はとて

も困難です。そこで普及センターでは 防 除時

期の判断材ド|とするため 市 内のブドウ画場で

アすミウマの発生調査を行いました。

発生調査

平成24年 5月 中旬から8月 中旬まで 市 内6

圃場に 黄色の粘着板 (15X20cm裏 表で∞碇古)

を 過 去にアザミウマ推害が発生した場所の新

村仲長部近くに各圃場4枚 設置しました。その

後原HⅢ l週 間おさに 粘 着板に付着した虫数を

計測しました (写真)も

ξ束 付着したアすミウマ(0内)と睦茂虫(拡大田)

市内での発生状況

市内では 5月 下旬から7ザ ミ,マ の発生が

多く 発 生ビークは 8月 中旬 (破袋前)ま で

に3回 見られました (図).国 場により 発生数

ビークは果なつていたので 5頭 /日 的 師 を

目安に防際した結果 ア ザミウマ校害を防ぐこ

とができました。

囲鼎司辺が夜間明るいと発生が多い

ブドウ国場の周辺は 都 市化により 街 灯や

住宅の,4明など夜間の光源が多いため 光 源致

を調べました。その結果 光 源数が多い国場は

少ない圃場に比ベアザミウマの発生数が多い慣

向にありました (例 !図の圏場 1と 6を 比戦).

さらに 発 生ビーク時は団場軸部の発生が 内

部より平均14倍 (最大i● 最 小12倍)多 くな

っていました。これらから ア ザミウマは光に

誘われてブドウに飛来し 粧 害軽減には 夜 間

圏場内翻“こ光を入れない工夫が必要ではないか

と思われます。

団場周辺の植物にも注意を

圃場周辺には カ ンキツ類 ツ タ`キ類 ツ ツ

ジ類の常線庭木 キ ユウリなどの野業が栽培さ

れていました。アザミ,マ は プドウ以外の様々

な檀物にも行生します。画場周辺の植物を減ら

し ブ ドウにアザミウマを近づけない工夫も被

害軽減に1よ必要です。

票剤だけに頼らない対策を

ブ ドウのアザミウマ対策に限らず 棄 剤を幼

栄的に利用することが求められています。その

ために1ま 今 回のような鋼査を行い 発 生状況

をいち早く把ほすること力攻 切です。
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ロ チ ャノキイロアtrミウマの発生推移



近年 す ンの社をで幸先の業が禁縮し 新 相

の発生貴が減少する姜縮病方'全国で発生し 大

きな問題となつています こ れまで 原 因が特

定できませんでしたが 一 昨年 千 葉ltと (加

浅)呆 村研究所によ,特 定されました。そこで

この去縮病とその発生2t田 剤 `内での発生状況

等について梢介しますす

委縮病の特徴

以前 ナ ラ禁締病は 姿 結症状からウイルス

病と疑われていました。しかし 材 質腐朽菌の
一種 (サルフョンカケの仲晴1)で ある チ iア

ナタケモ ドキカ朔 原菌と特をされました,

症状は 春 先の展業町になっても正常な展葉

が見られず 業 が妻縮売状を示します (写真).

症状が軽いうちは 展 乗が進むに従い上位養で

の発生は訟められなくなります 連 ‖ 協 全体

が発症することはなく 初 め 1側 枝に発生 し

それがやがて主枝J■ に広がり つ いで隣接す

る工棋の 1側たが発生するといった早合に北状

が進行します。発tEした大権を切険すると次午

度には 他 の様に発猛する場合が多くなります

病原面はサルクコライケの仲間ですが 黄 掲

色のキノコわi掛庄によい付くように発生し 4

は形成しません キ フコは比墳的晴打が進んだ

枝時で形成され 多 くは社の要lRに見られます

現在 禁 縮17tは束北地方から九〕 四 E地 方

まで 全 国各地で発生しています 発 生は 幸

水 卓 水 新 水など多結種にわたっていますっ

部内での発生状況

昨年 都 内数,所 の代を呆樹研究所に診断し

てもらつたところ 杓 8割 の権7j姿橋病にかか

っていると診断されました。また 都 内告地の

生産者にアンケー トを実施したところ に とん

どの生産者で禁縮病と思われる症状が発生 し

増加傾向か詔められました.

また 幸 水をはじめ 新 高やfFn城など多くの

品証で発生し 特 に概櫛 1年以上の老怖朋で発

生率が高い傾向にありました。発生地授は 北

夕康北部地域 日 野市 稲 城市と 広 い地域で

発生がありましr。

防除対策

樹体に感染した病原由を除去することは井竹

に困難で 治 棟は難しいの力切 状です 痛 原菌

は傷 ■や LJ定時の大きなけ日から侵入してくる

とされ 殺 面剤による傷田部の保護が有効とさ

れています↓

拳縮病菌は 様 々な樹木の上で伝染源 (キ′

ヨ)を 作って胞子を形成するため 伝 染源を除

去することも重要です。また 教 者環境による

杉響t大 きく 概 勢の弱った樹や老齢樹に多い

ことから 樹 勢の維持 回 復を凹ることも有効

な防F「対策となります

票のJ定状を観察しましょう

姜結病は よ うや(病 原菌が特定されたに過

ぎず 防 F「対策の確立のために解明しなければ

ならないこと方'数多く内されています 輩 の症

状を親禁して正しく診断すること そ して病原

菌の存在を見逃きないようにじ力fr)しましよう。

(わ しくは普及センター ま たは当係にお問

合わせ下さい.

写真 養 縮病の症状 (0内 )



農林水産部食料費全課生産凛塩係

環境保全型農業に関する制度の再構築
～新しい東京都エコ農麿物認証制度～

都では 平 成21年 3月 改訂 した京■者卜環境保

全型模業‖17墜 本方針に基づさ 環 境保全型農

業をll進するエヨフ7-マ ー仰1度と僕束kび 化

キ肥‖を削減した模産物を詔nTし,Rす る特】J

な培農と物超i[‖度をlt進 してきました。

しかし 都 内のエコ7,― マーがこれまで使

用ちてきたマーク1よ 平 成26年 3月 で11用梅が

終了することから 引●成あ年度以Ffはマーク方i

tttt Ht来なくなります.ま た 特 別栽培催産物

経i[‖度も開1台から16イを紅過し 認 所数や栽

若面積が‖S粒 み Ⅲl度のヽ直しが求められて

tiました。

見直しのポイント

新しいW京 都エコ性と物博|にけJ度は 一 年 出

以上に■ふ制度の検討触岡を経て 画 ⅢⅢ度の良

い点を融承して 洪 業者が参加しやすく消費者

に理解されやすい制度1こ再構掌しましたち

これまでのエヨフ7-マ ーけJ度は を 模家の

社を方法"ら 化学農喪や化学肥■|を2割 bl減す

る計画が立てられます。相対的なと半からの削

減のため 消 費者には農楽事の|↓戒具合力■まっ

きりとわかりません。新制度では 東 京都の慣

行tIIキ(他rj的な基準)材 らヽ化学農楽と化学肥

■卜を削減する制度としています。

また 特 ,1栽者僕岸物認証制度は 認 証棚剛

が 1年 間のため 毎 当:の更新作業が発生して

捜家の中話革務の負担が大きかったことから

新制度では私証期伯1を5年 間として 農 家の負

担を性成しています.

さらに 他 所からの農栗のドリフトなどによ

る農棄残留についても調査するため 夕 成分一

斉分析が可能な校査機器を導入して 舷 しい模

業の残留分析枚査を実施します.

東京都エコ愚産物認証制度の内容

ll境負荷の少ない生産技術を用いて 告Fが定

めた渋栞等の使用単準から一定程度1電用般をHl

減して哉培された炭ま物を記r■するi!度です。

中請農業者に生産履廷の記録を義精づける―

方で 記 証峰産物に対 して' がヽ独自に作ったマ

ークの使用をHl可し 健 産物の差〕イしと模業者

の環境保全型浅業の取組をPRし ます。

【申請区分とマーク】

O東 京工■25

化学建喪 化学肥料

25●●以上方ット

DW京 エヨ 50

化学催楽 化 学肥十1

50町以上ウット

0東 京エコ100

東京都

化学爆業 化 学肥|‖不使用

Xマ ークは 3区 分とも同一のものを使用

【信頼性の確保〕

0中 講固j5の調査 認証委員会による箸査 志

証 f4の栽考状況の確詔を行います。

0様 々な崖楽を検知する残留農葉校査を行い

技合結果を公表します.

I認部確作物のPR】

都が積極的に制度をPRし て d江 農産物の

差別化を|は進します。また 「とう=よ う特産食

け使用店」などへも詔EL農産物の利用を働きか

けます.

日制度の取扱

エヨファーマー制度については 国 の環境保

全型農米直接支払竹J度の要件でもあるため 詔

定は粧続しますが エ ヨ77-マ ーのマークに

ついては 平 成26年度以降は使州を中Jにします。

特,J戒培模I‐物認証制度については 特 別れ

を挫笹物として'協 等との契約‖1荷が行われて

いることから 新 付岐 か稼働する平成25年度ま

では「Z証 (平成26年1ヽ 12月)を 行いますが

平成26年度に肘度を終了します。

lt度についてのお問合わせは ■ 朴安全諜ま

でおPIIいします 配 話OS 5320-48S4)。



世青協が設立60周 年を迎えました 人気のあるアヽこ子在来の東ショウガ

4年  '日 谷区模業者11年運格協託会 (以下

世す愉)は  設 立60周年を迎えました 世 青前

よ昭和23年の発足以来 世 出谷区全取の性業怯

粧哲帥 として株,な 活動を展開し 付 に地岐

農者の先導役をllってきましたj

新担術や打綿日の導入を始め コ,コケ会や前前

会事の開位 区 民 消 」j者等への地岐世業の

PR清 効など 付 に会員や地虹撲業者のニーメ

八十子市内では 「筋力・少なく辛味が少ないJ

と言われる末ショウすが "卸 1初期から故者ど

れていますt夏 に こ の葉ショ,ガ を楽しみに

待つ人が多いのですり` そ の人気の理由はは,

き,し ていませたでしたゃ

そこで普及tン ターでは 「道の駅八王子滝

山Jヤ  120名 に食味アンケート (生食)を 行

ないました そ のTP来 市 故のものと比lFして

Sl町の人が 「筋を感 しないJ 77%の 人か 「お

↓ヽし' J` と言1lbしました。 また 「とわやうな

キさJわtL「気的という「十答も夕くありました.

しかし 楽 ショ,ガ のれ 帆 主)は 時は時に

lrr「定しやすいため一定丘のFlr保が祉しく 生 育

W「,中の局世虫核宮も多いため ‖ 市量の特蔵

が毎年見られます 今 後 普 及センターて ま種

の貯蔵法の械討や病害よ防除指導を通じて生と

拡大を支ftしていきます.

におった取れを行っています

特に 者 及センターと進粘 して行っている駅

示圃は 毎 年

世千輸の垂4

な活動となっ

ており 今 回

:どイfさ,|た記

念卍!こはその

成果もまとめ

ら″L ヤ「たな
一歩を持み出

すのにふさわ

しい節]と を

りました。
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,「とうきょう瞥浸ネットJ会畠妄卓

東京都の震芸改良普及セツターをど葉者 使 業関係者を搭ぷメーリンクリスト「をうきょう普及ネットJ新堀

会員を夢皐しています こ希望の方は下記サイトをご昭いたださ 電子メールまたはお近くの標葉改良皆及セン

ターヘこと格下さい (サイトもは とうさよう■'ネ ットです )

http′′iルヽ■ヽI Sansッ0 「odo metlo lokン0'p/m。「h′nogy。イロo自vo_tO●′ヤukソunet′r口kッunet himl
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●表II写車 収種間近のソ(王子在来の菜ショウカ

◆め間い合わせま下記まで

霞禁雛 8事務所中央産業ま良普及センクー      60424659882

震草帳卑膏窮PFⅢ央樫禁ま侵普及センター章部分= な 0336715905

霞芸振康膏rS所中央農業ま良普及センター田部分= む 0333119950

選空振理事窮所西多摩震禁改良普及セツター    る 04283,2374

震禁振興事務所南多体震芸改侵瞥及センター    を 0426,45971

蜜業振興事務所振興課               ao42 506 5059
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